
参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

☆ C 5 - 7 - 5

【事業概要】

【基幹事業との関連性】

【事業費】

平成31年度　歩行者系看板（２基）　工事費 　4,976千円　（事業費内訳別紙）

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素

事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。
※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（33）避難誘導機器整備事業

細要素事業名 魚市場周辺案内サイン整備事業

全体事業費 4,976（千円）

　特定第３種塩釜漁港の背後にある水産加工団地である新浜地区は、東日本大震災により地盤沈下
や施設の破損など多大な被害を被った。水産業の復旧・復興を図るため、生活基盤や防災安全施設
の整備等を実施し、災害に強い漁業地域づくりを推進しているところ。
　また、本地区は、漁業集落の住民以外にも、「塩釜水産物仲卸市場」や震災以前にはなかった
「新魚市場」が平成29年10月に完成したこと等により、約16万人もの観光客が訪れている。
　本事業は、今後起こりうる災害時に備え、漁業集落の住民や多くの観光客が、避難場所や公共施
設等を把握し適切に避難できるよう、歩行者案内看板（２基）を整備するもの。

　基幹事業である新浜地区漁業集落防災機能強化事業（Ｃ－５－７）における、漁業集落道整備に
より、排水路整備に伴う道路整備を行い、水産加工団地の防災と衛生管理の向上及び良好な生産並
びに漁業集落の生活基盤の確保を図っている。当該地区については、漁業者（住民）の居住エリア
と観光客が移動・周遊するエリアが混在していることから、集落の居住環境・産業活動を適切に維
持しながら観光客の移動動線を確保し、災害発生時における避難行動の混乱発生を事前に防ぐ必要
がある。本事業は、漁業集落の住民及び観光客が、避難場所等の位置関係を把握するための案内看
板を整備し、当該地区の漁業集落全体の防災機能強化及び住環境の向上を図るため、漁業集落道整
備に関連する事業として実施するものである。
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